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STEP1:
周知とトレーニング

⾃�におけるCSR�義について��する場として⾃�で�スタッフ、主�ステークホルダーを��と
した研�ミーティングを⾏う。そこでは、�内におけるサステナビリティ/CSRの��を�現させてい
く為、代�の�城が�んだ事を踏まえて�し�い、�内�体におけるサステナビリティ/CSRという物
についての理�を�める事を狙いとする。

これまでも⾃�のメディア（HP、ニュースレターなど）を�じて、SDGsを中�に�くステークホル
ダーに�しいて情�を発�してきたつもりだが、⼀�の担当者だけの理�にとどまっている事もあ

り、�内�体としての理�とは�い�かった。この研�ミーティングを�じて⾃�の中で「��の�

業戦略としてサステナビリティ/CSRという�念が�かせない」という共��識を得る事が�来るだろ
う。

その�、サステナビリティ/CSRを⾃�に��して⾏く為に、�場（��）、�場、��、��の４つ
を�とおいた⾃�におけるCSRのテーマを��、CSR���を��し、各�に�して責任者を配�す
る事で、より責任�在を��にしながら��に⾏動��を�⾏できる体制を作る。
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CSR推進体制（組織図）



STEP2:
ステークホルダーマッピ
ングとエンゲージメント
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サンビスカス沖�は、�々なステークホルダーと

クラブを�ぶ架け橋となる。サンビスカスは�て

のステークホルダーに�して、正�かつ必�な情

�を�時�開し、それにたいする�⾒�び�価を

�業活動に�映することで、�頼��を構築して

いく。

 
サンビスカス沖�の主なステークホルダーは、⾃

�の�品やサービスを購�していただいているお

��、そこで働く�員やスタッフ、地域コミュニ

ティー、地域の�題を共に�決していく⾏政な

ど。

 
�たちは、そのステークホルダーの��と共に、

持�可�な未来を作るため、�々な���題に�

り�むことをビジネスの主軸として活動を⾏う。

まずは⾃�の中で、ステークホルダーと�えられる�在を再度��する。そして、その中から現時点

で⾃�のビジネスに�いて�わりの�いステークホルダーを��する作業を⾏う事で、ステークホル

ダーを��。

それぞれのステークホルダーと�し�いの場を�け、⾃�の活動に�しての「期待する⾯」「�念

（リスク）する⾯」をそれぞれ�価をしてもらう事にする。�価��は、「Zoomでの⾯�」「アン
ケート」により��。

その�し�いの場を�じて抽�された�⾒などをマッピングして�式�する事で、より��的に⾃�

の�かれている状況を��できる。⾃�⽬�だけでなく、ステークホルダーからの��⽬�を踏まえ

てマッピングする事で、⾃�が�かれている状況、期待や�念などを「���」する事が可�になる

ので、�内�体の�識�⾰、より的�な�業��の材料を�⼿する事ができる。
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⾃社におけるステークホルダー



STEP3:
サステナビリティの�価

SUNBISCUS OKINAWA CONCLUSION SUSTAINABILITY REPORT

マッピング�により、⾃�の�みや����などが⼀�

できる。そして、そこからマテリアリティだと思われる

ものを抽�し、⾃�のマテリアリティとして��する。

これにより、⾃�⽬�のインサイド・アウト・アプロー

チとしてではなく、⾃�の�業活動を�り�くステーク

ホルダー、または�界的な�点からみて何が重�な項⽬

なのかを捉える事ができるアウトサイド・イン・アプロ

ーチの�え�でマテリアリティを��する事ができる。

マテリアリティを��する�に使⽤したガイドライン

は、SDGs、GRIサスティナビリティレポートに��し
ている内�を主に使⽤。

サステナビリティ推進のための全体構造
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⾃�のCSR戦略として、「�場（��）」、
「�場」、「��」、「��」、にという４

つのテーマに�して、�業としての責任をど

う果たして活動していくかを元に⾏動��を

作成する。

�られた�員の中で��に⾏動��を�⾏し

ていく為にも、現時点で�にステークホルダ

ーからの期待の⼤きかった事項、そして活動

に�しての�念を元に⾃�としての⾏動の優

先順�を��した上でKPIを��すする。

⾏動��においては、��したKPIを2年間
での�成をゴールと捉えて、1年間のスパン
を2度回していくという��を�択する。そ
の理由は��の事業活動との�立を�る為で

ある。年間での⾏動��の中に、⾃�だけで

なくステークホルダーを�えたコミュニケー

ションの場を�けることを�識した⾏動��

を策�する事で、アウトサイド・イン・アプ

ローチの�点を持ちながら⾏動できるように

する。

��の⾏動��を��する�には、各�に�

いて担当責任者を中�として��を�⾏す

る。�いの��状況を�理する為に、�内�

体でのミーティングを�に1度⾏うことで�
�しながらズレのない���⾏を⽬指す。

STEP4:
サスティナビリティ/CSR
の⽬標と戦略
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�告に�しては�てオンライン上で⾏うことにする。「⾃�

HPでの掲�」、「ネット上でPDFレポートの掲⽰」、「オン
ラインビデオを活⽤して動��告」、この３つを�じて�く

�告できるようにする。�ベースでの�告は��保�に�し

てコミットしているので⾏わない。

また、⼀度の�告だけでは内�を�て�えられない、または

⽬にしてくれない可�性にも�慮して、⾃�ブログ、⾃�

SNSなどを活⽤して、��状況を発�していく事でより理�
に�める。

�告をする�には、ステークホルダーに�してこれまでの⾏

動��に�して、�価を５��形式で⾏ってもらい、その�

価も⼀�に�付する形で�告の�には掲�する。これは常に

アウトサイド・イン・アプローチの�点を持ち�けた活動で

ある為の⾃�としてのコミットを⾏う為である。

�告を�えた�、またステップ１に�りPDCAを回していき
ながら、活動を��性のあるものにするために、CSR重�テ
ーマごとの�⾏項⽬とKPI・⽬標�を�め、�題�決に�り
�みます。さらに、ステークホルダーの声を�映し、CSR重
�テーマや�⾏項⽬を�期的に⾒�して、PDCAサイクルを
回して��を�けます。

STEP5:
サスティナビリティ�告
とコミュニケーション
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